
 

第８期計画期間中の施設整備について 

 

   市内の介護保険施設等の施設整備については、富士見市高齢者保健福祉計画に

基づき計画的に整備をしています。令和３～５年度の計画期間である第８期計画

に位置付けている新規施設の整備状況（案）は以下のとおりです。 

施設の増設は待機者の減少につながるものの、保険料の上昇にもつながることか

ら、中長期的な視点に立ち計画的な整備を行っていきたいと考えています。 

 

 

(令和４年３月現在) 

 サービス類型 施設名 備考 

１ 
介護老人福祉施設 

（特別養護老人ホーム） 

（仮称） 

上沢みずほ苑 

令和 6年 4月開所予定 

多床室（100人） 

２ 

特定施設入居者生活介護 

（有料老人ホーム） 

（仮称） 

ふじさくら 

令和 4年 9月開所予定 

住宅型（30人） 

３ 

認知症対応型共同生活介護

（グループホーム） 

（地域密着型サービス） 

※新規に１施設(18 人)の施設整備を検討中。 

令和 4年度中（6～7月頃）に公募し、令和 5

年度末に開所予定で、検討しています。 
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【第８期計画より抜粋】 

 

117 ページ ④施設サービス 

●介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

介護老人福祉施設については、市内４施設が満床となっています。今後の高齢者数の

増加や介護離職ゼロの取組みなどにより、入所希望者のさらなる増加が見込まれます。

本市でも特養待機者数は増加傾向であるため、待機者のニーズや意向を十分踏まえ、新

たに100床程度の広域型特養について整備を進める方向で、県や関係機関と調整を行っ

ていきます。 

 

 

110 ページ ②居宅サービス 

特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム等）については、高齢の住まい確保の視点

や、介護離職ゼロの取組みなどにより、令和３年度に１施設が整備される予定のため、

利用者の増加が見込まれます。 

 

 

113～114 ページ ③地域密着型サービス 

地域密着型サービスについては、制度改正や新たな介護サービス事業所の開所、要介

護認定者数の増加などにより、今後さらなる利用者数や給付費の増加が見込まれます。

このため、第８期計画における地域密着型サービスの整備方針については、サービス類

型ごとの空き状況等を考慮し、以下のとおりといたします。 

なお、地域密着型サービスの整備にあたっては公募を原則とするとともに、富士見市

介護保険事業推進委員会での検討を経たうえで決定していきます。 

 

●認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

市内４施設が満床となっているため、待機者数や圏域ごとのバランス等に配慮しなが

らニーズに応じ整備を検討します。 

 

 


